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2025年 3 月に開催された「世界防災フォーラム 2025」の開催準備などを含む研修を、一
般財団法人世界防災フォーラム事務局にて約 6 か月間実施しました。世界防災フォーラム
は 2017 年に第１回が開催され、今回で 4 回目となる市民参加型の防災に関する国際会議で
す。本研修では「防災」をテーマに、学術研究と一般社会の連携を理解し、社会実装に向け
た現状と課題を実践的に学ぶことを主な目的としました。 

 研修開始にあたっては、災害の実態を理解するため、2011 年東日本大震災で特に原子
力災害の被害が続く、福島県浜通りの巡検を行いました。巡検では津波震災遺構・浪江町立
請戸小学校や富岡町の東京電力廃炉資料館などを訪問し、震災から 13年が経過しても日常
を取り戻せていない現状、そして次世代に災害を伝承することの難しさを実感しました。特
に請戸小学校では、被災から 10 年以上が経過していることによる建物の風化・老朽化が進
んでおり、単に保存するだけでは不十分で、次世代に災害の実態を伝えるための保全が求め
られるという、震災遺構が抱える課題を知ることができました。 

 巡検を行った後は、世界防災フォーラムの開催に向けた準備に携わりました。今回の世
界防災フォーラムは気候変動がテーマであり、気候変動により災害が激甚化している昨今、
一般市民に何ができるのかを考えてもらう機会となるようなポスター作成とその発表に取
り組みました。ポスターでは、一般の方が日々の生活に取り入れられる行動変容の事例を紹
介し、実際どれくらいの二酸化炭素の排出を削減できるのかを試算し数値で示しました。排
出削減可能な量を世界の国々の二酸化炭素排出量と比較して紹介することにより、日本国
内の総排出量に比較すると小さなことでも、世界的に目を向けてみると、キリバスのような
島国からすると非常に大きな力となることを伝えることができました。 

 最後に、本研修を受け入れていただいた一般財団法人世界防災フォーラム事務局の吉
野様をはじめ、関わっていただいた皆様に御礼申し上げます。 
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ポスターの発表の様子（TBC 東北放送 https://newsdig.tbs.co.jp/articles/tbc/1775632） 
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作成したポスター 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

巡検で訪れた浪江町立請戸小学校内部の様子 


